
　三度目 水戸勤務

　一度目 平成３年８月 平成５年７月

間 初 水戸 勤務 水戸 印象

排他的 上野 転勤

新参者 社内 関係会社 電話 挨

拶 武藤 来

私 上野 来 親御

私 松戸

電話 切 音 随分冷 感

　今思 本当 共通点 話

一度親

暖 水戸

　当時 職場 仲間内 茨城弁

待 平

着

等々 飛 交

　二度目 平成 年４月 年６月 当

時 同僚

他県 赴任

人

意味 分 帰

感

　 部下 優秀 三人衆 名

呼

　昨年４月 三度目 勤務 職場

言 部下 総

支社長 最近 人 使

武藤 時間 止 茨

城弁 進化 言 始

末

　舟納豆 有名 丸真食品

今 愛

茨城弁 私 大好



　本日 年

展望 題 来

年度 経済展望 話

前

簡単

自己紹介

　私 昭和 年５月

８日 兵庫県神戸市 生 実家 商

売 男３人兄弟 真 中 中学

高校 陸上部 所属 大学 同

志社大学 卒業 何卒

願 申 上

　 年 展望 前 年 振 返

思 年 米中貿易戦争

激化 中 波乱 ３月

景気後退 予兆 言 米国長短金利逆転現

象 起 他 ６月 香港逃亡

犯条例 関 大規模 発生 ７月 米国

年半 利下 月 日本消費税増税

暗 多 １年

好調 米国景気 支 株価 上昇 続

月 日 日経平均 円 後最

高値 展開 株価

半年先 経済 予想 動 言

野村證券 打 出 経済

見通 話

　国内 米中通商問題 製造業

業況悪化 歯止 在庫

循環 好転 向 政府 経済対

策 議論 進 野村證券 日本

年 経済成長率 前年比 ％

年 同 ％ 予想 鈍化

日銀 金融緩和姿勢 維持 得

米 円相場 横 圏 推移

分野 循環的 復調局面 向

中 下方修正 優勢 企業業績

年 改善 向

　米国 米中貿易協議 第１

段階 合意 向 議論 進

覇権 対立点 多岐

今後 次々 様々 問題 浮上

他方 国内経済 消費主導 堅調

野村證券 米国 年 経済成長率 前

年比 ％ 年 同 ％ 予想

米連邦準備理事会 ３回 予防的 利

下 経 政策金利 据 置 局面 入

年中 政策金利 据 置

予想 指数構成企業

１株当 利益 市場予想 年 前

年比 ％ 年 同 ％

業績 改善 向

　 年 重要 見 日本

８月 東京 開

催 海外 米国 大統領選挙

英国 行方 注目

月 米中貿易戦争 進展 英国

総選挙 首相率 保守党 大勝

政治 今年

低 予想

　野村證券 日経平均 予想

円 年末 円 予想

為替 ＝ 円 予想

海外政治 後退 景

気 底入 世界的 低金利継続 世界 日本

化 底打 企業業績 良好 需給要因 海

外投資家 買 日銀 買 自社株買

加 兆円規模 大型補正予算 支

堅調 値動 考

　最後 次世代技術 注目 分野

紹介 思 素

材 環境 視点

防災 視点 社会構造

視点 ､ 技術 視点

　相場 格言 辰巳 天井 午

尻下 未 辛抱 申酉

騒 戌 笑 亥 固

子 繁栄 丑 寅

千里 走 卯 跳 言

子 繁栄 過去５回

子年 日経平均株価 平均上昇率 ％上昇

十二支中 ２番目 皆様

益々 繁栄 祈

　本日 誠



高沢会長

　 今年 令和元年最後 例会

　今年一年 振 返 日本全国 地震

風雨 翻弄 感 強 昨年 災害

多 今年 地震 水害 被害

方 多 思 昨年清

水寺 一文字漢字 選 災

今年 応募総数 万 票 ３万

票 ％ 集 １位 令

令和 年 迎 天災 多

１年 振 返 良 未来 来

祈 庶民 気持 表

２位以下 新 和 新元号関連

漢字 続 ４位以下 変 災 嵐 水

風

　 来週 休会 ２週間後 新年１

月７日 例会 ５年

年末２週間続 休会 ３週間

皆 会 年 続

令和２年正月 年明 ７日

会

　今日 素敵

年末 過 年

迎

　次年度会場監督 次年度理事会 於

砂押憲正会員 承認

渡邉委員長

東京銀座 　秋山　現信

米山奨学生 学友会

委員長合同懇親会　安　　圭一

東京米山 ＲＥＣ　秋山　現信

関　　　優会員 財団 友献金

第３回 　　　＄ 円　

累計　＄

山西　　裕会員 財団 友献金

第２回 　　　＄ 円　

累計　＄



片岡幹事

１ 次年度理事会 開催

　　 　 　 月 日㈫

　　 　例会場

　　議　題　次年度会場監督 選出

２ １月定例理事会 開催 理事 役

員 方々 出席 願 致

　　 　 　 年１月７日㈫　

　　 　例会場

　　議　題　１ 新会員所属委員会

　　　　　　２ 職場訪問 福島第２原発視察

　　　　　　　　

　　　　　　３ 第２回 委員会主催研

　　　　　　　　修会

　　　　　　４ 第３分区ＩＭ

　　　　　　５ １月 ２月 例会

　　　　　　　　

　　　　　　６ 会計報告

　　　　　　７ 他

３ 年度 財団補助金

開催

　　 　 　 年１月 日㈯　受付

　　　　　　開会 　閉会

　　 　水戸

　　　　　　 　

　　登録料　 ２名義務登録　 円

　　内　容　地区補助金実施報告他

　　参加者　荻原　武国際奉仕副委員長

　　　　　　 地区補助金 担当委員会

　　　　　　香嶋　貴副幹事

４ 青少年短期交換派遣学生 月 日㈰

日㈰ 第 地区 派遣

青少年長期交換派遣学生

月 日㈬ 日㈮ 国内研修旅行

沖縄 参加

５ 水戸市内６ 例会

月 日㈬ １月６日㈪迄 定款第８条

第１節 休会

際 注意

１月１４日 火

卓話 茨城 観光
海野　勝人 会員

１月２１日 火
新年家族会 　 　於 山口楼本店

卓話 日本 　和妻
落語芸術協会　 氏

１月２８日 火
卓話 職業奉仕月間 因

篠﨑　和則 職業奉仕委員長

週報担当　香嶋　　貴 委員長

生命保険業

　今回 原稿作成依頼

普段感

自分 整理

入会当初 右 左 前

任者 引継 仕事 一環

感覚 参加 会場係 仕事 覚

目的 言 過言

無機質 中 感

覚 変 同好会

日本酒 会 入会

家族例会 集会等 機会 様々

会員 方 親睦 深 人

間力 塊 方 素 接

楽 誇 思

活動 対

上 転勤族

宿命 同 地 居 時

間 限 水戸

皆様 縁 大切 活動

心置 満喫 思


